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【１０月・特別月間】経済と地域社会の発展月間・米山月間（日本）  

例会報告 №11 （通算 第 2801回）2019年（令和元年）10月 1日（火）号 

 

                      

■ロータリーソング ： 国 歌   

    

■ゲスト紹介 ：   

 

東北おひさま発電(株) 

 代表取締役 後藤博信様  

    

 

 

 

 

■会長の時間（挨拶・報告）： 大山友規憲会長 

本日は、東北おひさま発電（株）代表取締役後藤博信様をお迎えしてのゲスト例会です。

地域に根ざした発電所を目指しての卓話を楽しみにしております。 

 さて、先日の日曜日に第６Ｂ・ＩＭが米沢上杉ＲＣ主催にて開催。基調講演は藤川享胤

ＰＧより「ロータリーライフを楽しく、充実するには」と題して行われ、後にパネルディ

スカッション形式での発表と質疑応答が行われた。 

（講演より）基本に立ち返りロータリーの現在に至るまでの話を受け、話が深く含蓄に富

み理解するのが難しかったが、今後の機会が増えるにつれ理解が深まるものと感じる。 

（質疑応答より）特に印象に残ったのは、例会を月４回開催していないのが１２クラブ中

３クラブしか無かった事である。「なぜ理事会でそうなったのか」の問いに３クラブ会長は、金の問題、月曜日例

会の為祝日が多い、当クラブは昨年より増やすようにしたと回答。講師より「例会回数は減らすべきではない」

話がある。他クラブ例会開催はもっと少ないと思っていた事や他クラブの状況が良く理解していない事を反省。 

（懇親会）親睦を深めると共に他クラブの会長さんと情報交換を行う。ＩＭは研修と親睦を深める場ですが、そ

の意味で大変勉強になり、今後に繋げていきたいと感じる。 

 

■幹事報告： 土屋茂樹幹事 

○第 8 回理事会のご案内  日時 2019 年 10 月 8 日(火曜日) 午前 11:30 より 

場所 タス 1F 会議室  

○米沢おしょうしなロータリークラブ創立 20 周年記念式典について 

申し込み期限 本日までですので出欠確認をお願いいたします。 

・早退届 齋藤裕之会員 会議所用により。 

   

長井ロータリークラブ会長    大 山 友 規 憲      第２８００地区ガバナー   大久保 章 宏 

幹事    土 屋 茂 樹       第 6ブロックガバナー補佐   味 田 琢 哉 

例 会 日  毎週火曜日 12：15～13：15        例 会 場 タスパークホテル   ℡0238-88-1833 

事 務 局  長井商工会議所内  ℡0238-83-2047    ＵＲＬ：ｈｔｔｐ／／ｗｗｗ．ｎａｇａｉ－ｒｃ．ｊｐ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｎａｇａｉ－ｒｃ．ｊｐ    会報委員 塚田弘一  寒河江良一  横澤寿彦   

 

 

２０１９－２０２０ 

 

 



■委員会報告 ： Ｒ財団・米山記念奨学委員会  ― 横澤寿彦委員長 

・次週例会（10/8）案内 

米山月間（10月日本独自）により、 

地区米山奨学・学友委員会委員長 

田中隆一氏（米沢ＲＣ会長）卓話例会 

・ポリオプラスポスター紹介 

事業開催時の掲示と啓蒙に利用 

 

 

■ニコニコ BOX ：  井上晴雄副ＳＡＡ   

 

大山友規憲会長  後藤社長を歓迎して 

塚田弘一会員   後藤社長の先駆的で高い志に敬意を表します。 

伊藤克也会長Ｅ  後藤社長を歓迎して ＩＭで例会に出席する意義を学びました。 

横澤寿彦会員   後藤社長を歓迎して 

小笠原信吾会員  後藤社長を歓迎いたしまして 

 

 

■表彰（１０月）： 小笠原信吾親睦委員長 

 おめでとうございます 

〇本人誕生日  遠藤伴明直前会長 （2日） 

〇奥様誕生日  大山友規憲会長 （２０日）  

横澤寿彦会員  （１４日） 

〇結婚記念日  齋藤慎治会員  （15日）  

寒河江良一会員 （15日） 

 

 

 

         ―――――――――――――――――――――――――――― 

 

（ゲスト卓話）  

 

地域エレルギー  発 電 所 を 創 る 

 

東北おひさま発電(株) 

                                     代表取締役 後藤博信様  

 

○卓話より 

 

  ・天然資源＝地域資源（太陽光、風力、水力、地熱、生物＝バイオ 

 マス）の中で、地域に根差し恩恵を受けているものを、自分たち 

の手で活かし活力を見出すことを基本的認識としている。 

  ・バイオマス電力に次がある。 

木質チップ燃焼による水素ガス発電 牛糞、食物残渣等の発酵（嫌 

気性）によるメタンガス発電 

  ・飯豊町眺山に、牛の排泄物でバイオマス発電所を建設中（7月）。 

   従前の悪臭問題の解決をはかる。 発電量年間 400 万ｋｗh で

1000世帯分売電。 液肥活用。 等々 

  ・大規模電力（火力、ダム型水力、原子力）」による系統連携（総配 

  電性）でない、地域資源で地域電力（住民参加型でいろんな利用） 

を目指す。各地で実証されてきている。 

  ・資料参照 地域資源を活用する♯３ コミュニティパワー 

（地域電力）３原則 －  



 ○提供資料より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ニコニコＢＯＸを頂きました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――― 

 

■ＩＭ（9/29） 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 


